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1. 工程管理システム簡易版概要 
工程管理システム簡易版は、MZ Platform上で動作するアプリケーションとして、MZ Platform標準

コンポーネントを用いて作られたものであり、以下の機能を持ちます（図 1）。 
・工程表の作成・編集・削除 
・全体計画のガントチャート表示およびガントチャート上での日程編集 
・工程指定および日付指定による負荷状況のグラフ表示 

 

工程表

日付別負荷状況グラフ（工程指定）

工程別負荷状況グラフ（日付指定）

全体計画ガントチャート
 

図 1 工程管理システム簡易版概観 

また、MZ Platformが提供するデータ連携機能を用いることによって、ネットワークで接続された複数
のパソコンでこれらの情報を共有することもできます。 
この工程管理システム簡易版は、そのままお使いいただくことはもちろんですが、MZ Platformのア

プリケーションビルダーを使って、ユーザの利用目的に則した形に作り直すことも難しくありません。

また、ユーザが新しいアプリケーションを作るときの参考としてもご利用いただけます。例えば、先に

述べましたデータ連携コンポーネントのほか、データベースへのアクセスコンポーネントや外部プログ

ラム通信コンポーネントなど、様々な業務アプリケーションを作成する上で必要となるコンポーネント

が多数使われております。ユーザ固有のアプリケーションを作成する際に、それらの使用例として参照

いただければ幸いです。 
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2. システム構成と導入方法 
2.1. 工程管理システム簡易版の構成 

工程管理システム簡易版は、外部のデータベースと連携し、そこへデータを格納しています（図 2）。 
 

データベース
（MySQL）

 

図 2 システム構成 

使用しているデータベースはMySQLというフリーのデータベースソフトウェアです。工程管理シス
テム簡易版を使用するには、まず、MySQL を導入する必要があります。次節では、MySQL の入手方
法とインストール方法について説明します。 
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2.2. MySQL関連ファイルの入手とインストール 

インストールするものはMySQLおよびMySQLに Javaのプログラムからアクセスするためのソフ
トウェア（JDBCドライバといいます）です。 

 
◆MySQLと JDBCドライバの入手 

MySQL はインターネット経由でダウンロードできます。ダウンロードページの URL は以下の通り
です（2005年 2月 21日現在）。 

http://dev.mysql.com/get/Downloads/MySQL-4.0/mysql-4.0.23-win.zip/from/pick 
（MySQL Windows版） 

英語ページなので少し分かりにくいのですが、このページにアクセスして下の方を見ていくと日の丸の

マークがあります。その右側には、[HTTP]、[FTP]などと書かれています。そこをクリックするとMySQL
のダウンロードが始まります。ダウンロードされるファイル名は、mysql-4.0.23-win.zipです。上述の
ページが見つからないときは、MySQLダウンロードページ（http://dev.mysql.com/downloads）からリ
ンクを辿ってください。 
!!!注意事項（MySQLのバージョンについて）!!! 
使用するMySQLのバージョンが 4.0.xでないと、本システムには動作不正が生じます。MySQLは

4.1.xシリーズがすでにリリースされていますが、誤ってそちらをダウンロードされないようご注意く
ださい。 
JDBCドライバは、以下のページからダウンロードできます（2005年 2月 21日現在）。 
http://dev.mysql.com/get/Downloads/Connector-J/mysql-connector-java-3.1.7.zip/from/pick 
日の丸の横の[FTP]をクリックすると、mysql-connector-java-3.1.7.zipというファイルがダウンロード
さ れ ま す 。 こ の ペ ー ジ が 見 つ か ら な い と き は 、 MySQL ダ ウ ン ロ ー ド ペ ー ジ
（http://dev.mysql.com/downloads）からリンクを辿ってください。 

MySQLおよびJDBCドライバは、インターネットから直接入手する他、書籍の付録CD-ROMに収録
されているものを利用しても結構です。ダウンロードで入手できる最新版と比べると、多少バージョン

が古くはなりますが、機能的には問題ありません。現在、一般の書店でも、コンピュータ関連の書棚に

はMySQL関連の本が数冊並んでいます。CD-ROM付きの本であれば、インストール方法からMySQL
の使い方まで解説してありますから、そちらを利用するのもよいでしょう。なお、

http://www.mysql.gr.jp/books.htmlには、最近出版されたMySQL関連書籍の一覧が掲載されています。 
 
◆MySQLおよび JDBCドライバのインストール 

MySQL のインストールは以下の手順で行います。インストールは、Administrator 権限で行ってく
ださい。 
①入手したmysql-4.0.23-win.zipを適当なディレクトリに解凍します。 
②解凍されたファイルの中の setup.exeを左ダブルクリックします。 
③あとは表示される画面の指示に従ってインストールを行います。 
基本的には、すべて[Next]ボタンをクリックするだけで問題ありません。

 
インストールが終了したら、インストールフォルダ（標準では C:¥mysql）の中の bin フォルダにあ

る、winmysqladmin.exeを左ダブルクリックします（図 3）。 
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このファイルがない場合は、
Lib¥optフォルダからコピー

 

図 3 winmysqladmin.exeファイル 

ユーザ名とパスワードを入力するウィンドウが表示されます。任意の名前とパスワードを入力してく

ださい。MySQLサービスが起動され、図 4のアイコンがタスクバーに表示されるようになります。 

 

図 4 MySQLサービスのアイコン 

次に、JDBC ドライバをインストールします。入手した mysql-connector-java-3.1.7.zip を適当なフ
ォルダに解凍します。その中の、mysql-connector-java-3.1.7 というフォルダの中にある
mysql-connector-java-3.1.7-bin.jarというファイルを以下の２つのフォルダにコピーしてください。 

・C:¥j2sdk1.4.2_03¥jre¥lib¥ext（このフォルダが存在しない場合、コピーは不要） 
・C:¥Program Files¥Java¥j2re1.4.2_03¥lib¥ext 

以上で JDBCドライバのインストールは終了です。 
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2.3. 工程管理システム簡易版用データベースの初期設定 

工程管理システム簡易版で使うデータベースを設定します。これを行うと、サンプルデータも同時に

設定されます。工程管理システム簡易版と同じフォルダに入っている dbsetup.batというファイルを左
ダブルクリックしてください。 

 

!!!注意事項!!! 
“production”という名前のデータベースがすでに存在する場合、この操作を行うと、そのデータ
が上書きされる恐れがあります。その場合、dbsetup.batと同じフォルダにある production.sqlと
いうファイルを以下のように編集してください。 
 
production.sql 

-- MySQL dump 9.10 
-- 
-- Host: localhost    Database: production 
-- ------------------------------------------------------ 
-- Server version 4.0.18-nt 
 
CREATE DATABASE IF NOT EXISTS production; 
USE production; 
           : 
           : 

 
上述の編集を行うと、工程管理システム簡易版を起動

れます。その際に、ウィンドウの下の方にある[データ
力してください。

 
 
 
 

この部分を別の名前（例: production2）
に書き換える 
したときに、図 8に示すウィンドウが表示さ
ベース名]欄に、ここで書き換えた名前を入



MZ Platform工程管理システム簡易版 
 

 - 6 - 

 

図 5 工程管理システム簡易版用データベースの初期設定 

図 5 のようなウィンドウが現れ、パスワードの入力を求められます。ここで入力するパスワードは、
MySQLのrootというユーザに対するパスワードで、winmysqladmin.exeを起動したときに設定したパ
スワード（4ページ）とは異なることにご注意ください。MySQLをインストールした後、特に何もして
いなければ、ここは単にEnterキーを押すだけです。
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2.4. 工程管理システム簡易版の起動 

MZ Platformアプリケーションビルダーを起動し、[ロード]ボタンを押して工程管理システム簡易版
を開きます（図 6）。ファイル名は、ProductionControl.apl です。[実行(設定可)]ボタンをクリックし
て、工程管理システム簡易版を起動します（図 7）。 

 

 

図 6 工程管理システム簡易版のロード 

 

図 7 工程管理システム簡易版の起動 
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このとき、MySQLのユーザ名とパスワードが違っていると、図 8のようなウィンドウが表示されま

す。ユーザ名とパスワードを正しく設定してください。初期状態では、ユーザ名はroot、パスワードは
空欄になっています。このウィンドウを閉じると、図 9 のようなエラーメッセージが出ますので、[了
解]ボタンをクリックしてアプリケーションを一旦終了します。設定したユーザ名とパスワードを保存す
る場合は、[上書き保存]ボタンをクリックして、アプリケーションを保存します。 

 

 

図 8  MySQLのユーザ名とパスワードの設定 

 

 

図 9 アプリケーション起動失敗のエラーメッセージ 

再度[実行(設定可)]ボタンをクリックして、アプリケーションを起動します。このとき、
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工程管理システム簡易版用データベースの初期設定（5 ページ）が正しく行われていないと、図 10 の
ような警告メッセージが表示されます。 

 

図 10 データベース設定に対する警告メッセージ 

ここでは[了解]ボタンを押さずに、コマンドプロンプトからデータベースの初期設定をやり直すこと
にします。Windowsのスタートメニューから、[スタート]→[(すべての)プログラム]→[アクセサリ]→[コ
マンドプロンプト]と選んで、コマンドプロンプトを表示させます。コマンドプロンプト上で、工程管理
システム簡易版のインストールフォルダ（標準では、C:¥MZPlatform¥1.1¥AP_DATA¥Production）
まで移動し、dbsetup.batを実行します。図 11のように入力してください。 

 

 

① cd ¥ MZPlatform ¥ 1.1 ¥ AP_DATA ¥ Production  と入力 

② dbsetup .bat  と入力 

③ MySQL の root のパスワードを入力 

 

図 11 コマンドプロンプトからのデータベース設定実行 

③のパスワード入力で誤ったパスワードを入力するとエラーメッセージが表示されます。

dbsetup.batが正しく実行されたことを確認した上で、の警告メッセージの[了解]ボタンをクリックして
ください。アプリケーションが起動します。 

 
2.5. 工程管理システム簡易版の終了 

ウィンドウ右上の×印をクリックすると終了します。 
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図 12 工程管理システム簡易版の終了 
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3. 工程管理システム簡易版の操作方法 
工程管理システム簡易版は、以下の４つのモジュールとデータベース管理ウィンドウから構成されま

す（図 13）。 
①工程表 
②全体計画ガントチャート 
③日付別負荷状況（工程指定） 
④工程別負荷状況（日付指定） 

 

工程表

日付別負荷状況グラフ（工程指定）

工程別負荷状況グラフ（日付指定）

全体計画ガントチャート
 

図 13 工程管理システム簡易版概観（再掲） 

以下、各モジュールの操作方法について説明します。 
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3.1. 工程表 

ここでは、受注品１つ１つについて、工程表の新規作成・更新・削除を行います（図 14）。 
[受注番号欄] 
受注番号を記入します。登録済みの番号を記入した場合、その工程表が表示されます。また、登録済

み受注番号をプルダウンリストから選択することもできます。 
[品名欄および納期欄] 
品名、納期を記入します。 

[工程欄、作業時間欄、開始予定日時欄、終了予定日時欄、完了欄] 
工程、作業時間（分）、開始予定日時、終了予定日時、完了チェックの各項目を記入します。作業時間、

開始予定日時、終了予定日時は、以下の規則にしたがって連携します。 
 

受注番号の記入・選択 工程表の新規作成ボタン

工程表の削除ボタン

工程表の更新ボタン

工程・作業時間・開始／終了予定日時・完了チェックの記入

納期の記入
品名の記入

行の追加

 

図 14 工程表 

作業時間の入力: 開始予定日時と作業時間をもとに、終了予定日時を設定します。 
開始予定日時の入力: 開始予定日時と作業時間をもとに、終了予定日時を設定します。 
終了予定日時の入力: 終了予定日時と作業時間をもとに、開始予定日時を設定します。 

[作成ボタン] 
工程表を新規に作成・登録します。登録済みの受注番号を記入した場合、エラーメッセージが表示さ

れます。 
[更新ボタン] 
工程表の内容を更新します。未登録の受注番号を指定した場合、エラーメッセージが表示されます。 

[削除ボタン] 
工程表を削除します。 

 
工程を追加する場合には、テーブル上での右クリックによって表示されるメニューから、行の追加を選

択します。行を削除する場合も、セルを指定した後、同様にメニューから行の削除を選択します。 
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3.2. 全体計画ガントチャート 

登録されている全工程表の工程を一覧表示します。縦軸は受注番号、横軸は時間（日付）を示します。 

受注番号

工程一覧

選択項目のハイライト表示

日付

ドラッグによる開始・終了日時の変更

 

図 15 全体計画ガントチャート 

 
各工程は色で区別され、右側のテーブルに一覧表示されます。ガントチャート上の工程を選択すると、

その工程は右側の一覧表でハイライト表示されます。また、ガントチャート上の工程をドラッグするこ

とにより、開始・終了日時を変更することができます。ただし、各工程の長さ、すなわち作業時間は変

更できません。作業時間の変更は、工程表で行ってください。 
ガントチャートの表示開始日時は、下側両端にあるスクロールボタンをクリックすることで変更でき

ます。また、ガントチャート上の右クリックによって表示されるメニューからは、表示期間や画面の配

色などを設定できます。 
 



MZ Platform工程管理システム簡易版 
 

 - 14 - 

3.3. 日付別負荷状況グラフ（工程指定） 

工程と表示期間を指定し、その期間における指定された工程の負荷状況を積み上げ棒グラフとして表

示します。縦軸は作業時間、横軸は日付を表します。グラフは受注番号によって色別表示され、その受

注番号における作業時間が数字で表示されます。右側のテーブルには、受注番号一覧が示されます。グ

ラフで選択された受注番号は、右側のテーブルでハイライト表示されます。 
工程は右下のプルダウンリストから選択します。表示期間は、アプリケーションを実際に使用してい

る日を起点とした前後の期間によって指定します。 
このグラフから、作業時間、開始・終了日時を変更することはできません。工程の編集は、工程表も

しくは全体計画ガントチャートから行ってください。 
 

作業時間

日付 工程選択

表示期間指定

選択項目のハイライト表示

 

図 16 日付別負荷状況グラフ（工程指定） 
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3.4. 工程別負荷状況グラフ（日付指定） 

期間を指定し、その期間内から選択された日付における各工程の負荷状況を積み上げ棒グラフとして

表示します。縦軸は作業時間、横軸は工程を表します。グラフは受注番号によって色別表示され、その

受注番号における作業時間が数字で表示されます。右側のテーブルには、受注番号一覧が示されます。

グラフで選択された受注番号は、右側のテーブルでハイライト表示されます。 
期間は、アプリケーションを実際に使用している日を起点とした前後の期間によって指定します。日

付は右下のプルダウンリストから選択します。 
このグラフから、作業時間、開始・終了日時を変更することはできません。工程の編集は、工程表も

しくは全体計画ガントチャートから行ってください。 
 

作業時間

工程 日付選択

期間指定

選択項目のハイライト表示

 

図 17 工程別負荷状況グラフ（日付指定） 
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4. ネットワークでの利用 
MZ Platform の、ネットワークを利用したデータ連携機能の詳細および設定については、『MZ 

Platformデータ連携機能 =サーバ導入手順書=』をご覧ください。本章の内容は、同マニュアルに記載
されている内容を前提としています。 

 
工程管理システム簡易版は、起動時に MZ Platform の設定を認識し、データ連携機能が有効となっ

ている場合には、ネットワークアプリケーションとして動作します。すなわち、同じファイル

（ProductionControl.apl）をネットワークで接続されたパソコンへコピーして起動すれば、情報共有を
行えます。ただし、すべてのパソコンにMySQLと JDBCドライバがインストールされており、データ
ベースの初期設定が完了していなくてはなりません。 
工程管理システム簡易版で使われているデータ連携システムは一種のサーバ・クライアント方式です。

初期状態では、サーバとなるプラットフォーム名は Platform00で、ブローカ名は broker00です。また、
クライアントとなるプラットフォーム名は Platform01で、ブローカ名は broker00です。サーバおよび
ブローカの設定を変更するには、アプリケーションビルダー上から、[MySQL 連携:サーバへの処理要
求()]、[MySQL 連携:クライアントへの処理要求]のコンポーネントを選択し、メニューから属性を変更
します（図 18）。また、[MySQL 連携]コンポーネントで、サーバプラットフォーム名の設定を実行し
ておかなくてはなりません（図 19）。 
これらの設定は、すべてのサーバとクライアントで同一でなくてはなりません。サーバとクライアン

トで設定が異なると、データ連携を正しく行うことができません。したがって、設定を変更した場合、

１つのファイルを他の PCへコピーするのがいいでしょう。 
 

 

図 18 データ連携プラットフォーム設定変更（サーバ） 
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サーバプラットフォーム名の設定(String)

 

図 19 サーバプラットフォーム名の設定 

クライアントは、以下の手順で追加できます。[MySQL 連携:クライアントへの処理要求()]メソッド
呼び出しの次に、新しく起動メソッドを追加し、[リモートコンポーネント選択]→[リモートコンポーネ
ント入力]と選択します。リモートコンポーネント入力ダイアログで、追加するクライアントを設定しま
す。その際、以下のことに気をつけてください（図 20）。 
・コンポーネント IDは 1とします 
・メソッド名は、「クライアントへの処理要求」です 
・メソッドの戻り値は voidです 
・メソッド引数は、Objectと intです 
 

コンポーネントIDは1とします

メソッド名は、「クライアントへの処理要求」です

メソッド戻り値はvoidです

メソッド引数は、Objectとintです

 

図 20 クライアントの追加 
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次に、設定されたリモートコンポーネントの起動メソッドを設定します。図 21に示すように、引数
はそれぞれイベント対象データ、イベント番号としてください。 

 

 

図 21 リモートコンポーネントの起動メソッド設定 
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A. MySQL連携複合コンポーネント 
工程管理システム簡易版では、MySQL を使ったデータ連携を行うために開発された複合コンポーネ

ントを利用しています。この複合コンポーネントは、以下のイベントを生成します。 
◆処理要求イベント 
データ連携機能を使用しているときに、サーバへ対する処理要求を行うためのイベントです。「サ

ーバへの処理要求」メソッドへの引数として、処理要求データとイベント番号を渡します。 
◆アクションイベント 
イベント番号 0: MySQL連携複合コンポーネントの終了処理が完了したときに生成します。イベ
ント番号 1: ローカルのMySQLデータベースが更新されたときに生成します。 

◆データ生成イベント 
ローカルMySQLデータベースへのクエリ実行結果を伝達するためのイベントです。イベント対
象データがクエリ実行結果を表すオブジェクトテーブルです。 

◆データ設定イベント 
データ連携機能を使用しているときに、クライアントへ対する処理要求を行うためのイベントで

す。「クライアントへの処理要求」メソッドへの引数として、イベント対象データとイベント番

号を渡します。 
 
また、この複合コンポーネントは、以下の公開メソッドを持ちます。 
◆MySQL管理ウィンドウを表示する() 
◆MySQL管理ウィンドウを閉じる() 
◆SQL文を実行する(String) 
◆イベント番号を指定して SQL文を実行する(String,int) 
◆クライアントへの処理要求(Object,int) 
◆サーバ DBコピー(int) 
サーバプラットフォームに対して、データベースのコピー情報（SQLダンプ出力）を要求するた
めのメソッドです。引数の intは使われていません。また、データ連携機能を使用していないと
き、このメソッド呼び出しは意味を持ちません。 

◆サーバへの処理要求(Ojbect,int) 
データ連携のために、リモートホストから呼び出されます。MySQL 連携複合コンポーネントが
生成する処理要求イベントとのイベント内包データを引数とします。 

◆サーバプラットフォーム名の設定(String) 
◆ダンプ実行(Object,int) 
ダンプを実行します。引数の Objectは、ダンプ文字列です。引数の intは使われていません。 
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◆ダンプ生成() 
データベースのダンプを生成します。データ連携機能を使用しているときには、生成されたダン

プはサーバからのデータ設定イベント内包データとして送信されます。データ連携機能を使用し

ていないときには意味を持ちません。 
◆テーブルに記述した SQL文を実行する(PFObjectTable) 
◆テーブル名取得() 
クエリ実行対象のテーブル名を取得します。 

◆テーブル名設定(String) 
クエリ実行対象のテーブル名を設定します。 

◆データ削除(Object,int) 
設定されたテーブルからレコードを削除します。Objectは削除対象となるレコードを指定する条
件を表す文字列です。引数の intは使われていません。 

◆データ更新(Object,Object,int) 
設定されたテーブルのレコードを更新します。第 1引数の Objectは更新内容、第 2引数の Object
は更新対象となるレコードを指定する条件を表す文字列です。更新内容を文字列で表現するとき

は、intに 0を指定します。更新内容をテーブル（PFObjectTable）で指定するときは、intに 1
を指定します。テーブル指定の場合、列名はフィールド名を、セルの値は更新値を意味します。 

◆データ検索(Object,Object,int) 
設定されたテーブルからレコードを検索します。第 1引数の Objectは検索するフィールド、第 2
引数の Object は検索対象となるレコードを指定する条件を表す文字列です。検索対象フィール
ドを文字列で表現するときは、 int に 0 を指定します。検索対象フィールドをリスト
（PFObjectList）で指定するときは、intに 1を指定します。 

◆データ追加(Object,int) 
設定されたテーブルにレコードを追加します。Object は追加するレコードを記述したテーブル
（PFObjectTable）で、列名がフィールド名、セル値がフィールド値となります。複数レコード
を一括して追加することができます。引数の intは使われていません。 

◆初期化処理() 
◆終了処理() 
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MySQL連携複合コンポーネントは、その中に、同じ PC上にインストールされているMySQLデー
タベースを操作するための GUI 複合コンポーネントを持ちます（図 22）。工程管理システム簡易版で
は、ウィンドウ左上にある[データベース管理…]ボタンをクリックすると、このウィンドウが表示され
ます（図 23）。 

 

テーブルの一覧表示

テーブルの削除テーブルの更新

テーブルの作成

選択されたテーブルの構成表示

データベース新規作成データベース接続

•JDBCドライバ
•MySQLサーバ
•MySQLユーザ
•MySQLパスワード
•データベース名
の設定

MySQLコマンドの
設定

 

図 22 ローカルMySQL管理複合コンポーネント 

 

 

図 23 ローカルMySQL管理ウィンドウの起動 

 


